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本書について 

ActiveImage Protector 2022 Express5800/ft Virtualを用いて、Express5800/ftサーバ (以下、ft

サーバ)環境上に構築した VMware ESXi環境をバックアップ・リストアする参考手順を示したもので

す。復旧、手順を保証するものではないことをあらかじめご了承ください。また、本書の内容は予告な

く変更することがあります。 

 

本ソフトウェアと付属ドキュメントは株式会社 アクティファイに所有権および著作権があります。 
 

本製品、ドキュメントに使用されているすべてのブランド名および製品名は個々の所有者の登録商標もしくは商標です。
記載されているブランド名、製品名には必ずしも商標表示（TM,®）を付記していません。 

 

 

株式会社 アクティファイ 

〒101-0035 東京都千代田区神田紺屋町 8番 NCO神田紺屋町ビル 
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1. 事前準備 
 

ActiveImage Protector 2022 Express5800/ft Virtualは、ftサーバ環境上に構築した VMware ESXi

環境をオフラインでバックアップし、保護する機能を提供します。 

対応機種などの最新情報は弊社ウェブサイトをご確認ください。 

 

ft サーバが何らかの原因で破損した場合、ActiveImage Protector が提供するベアメタルリストアの機

能によって、バックアップした時点の環境へ復元することができます。 

 

ft サーバ環境上に構築した VMware ESXi 環境のバックアップ・リストア用に、専用の起動環境

（ActiveImage Protector Express5800/ft VMware ESXi R320e/R320f/R320g/R320h 用）をご用

意しています。起動環境は弊社ウェブサイトからダウンロードしてご利用いただけます。有償のメディ

アキットには、起動環境メディアが添付されます。コールドバックアップおよび復元を行う際の一時的

な起動環境としてご利用いただけます。 
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2. システム要件 
 
本製品を使用する上でのシステム要件が記載されています。ご利用になる前に必ずお読みください。 
※最新のシステム要件はこちらをご確認ください。 
 

2-1システム要件 
 

 VMwareモデル 

・Express5800/R320h-E4/M4 

・Express5800/R320g-M4/M4 

・Express5800/R320f-E4/M4 

・Express5800/R320e-M4/M4 

※VMware 搭載モデルのみをサポート 

 

2-2VMware 仮想環境上の仮想ゲストマシンのバックアップ・リストアについて 
 

仮想環境上で稼働する各仮想マシンのバックアップ・リストアガイドは、各エディション 

 (Server および Linux ) の製品メディア上のドキュメントに記載されています。 

 

各エディションを使用いただく際のシステム要件は、本製品、および各仮想環境を提供するベンダーが

公表しているシステム要件の双方を満足する必要があります。ベンダーが公表しているシステム要件

については、各ベンダーの Web サイト等でご確認ください。 

 

  

https://www.actiphy.com/ja-jp/product-collabo/activeimage-protector-for-express5800-ft-virtual/
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3. Express5800/ftサーバ上の VMware ESXiのバックアップ 
 

ActiveImage Protectorは ftサーバ上に構築した VMware ESXi環境を保護する方法として、コールド

バックアップの機能を提供します。 

本章では、図 1 に示すようなネットワークドライブへバックアップすることを前提にした手順をご紹介

します。 

 

 
図 1 

 

 

3-1起動環境の起動 
 

※注意事項:  

 起動環境は、以下の VMware対応モデル用を使用してください。 

・ActiveImage Protector Express5800/ft VMware ESXi R320e/R320f/R320g/R320h 用 

（Boot Environment Builderで作成した Linuxベースの起動環境は使用できません） 

 

 起動環境を起動する際は、USBフラッシュメモリ、USB ハードディスクなどのすべての USB マ

スストレージ、ファイバチャネルストレージなどを取り外し、切断してください。 

 

 R320e/R320f/R320g 上で 起動環境を起動する際には、OS Boot Monitoring を Disabled に設

定してください。 

(手順は、インストレーションガイド(VMware編) の[1 章 OS のインストール]を参照ください) 

  

Express5800/ftサーバ 

ActiveImage 

Protector 2022 

 

LAN経由で転送 

（CIFSマウント） 

バックアップデータ保管先 

(ディスク共有領域)  
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 バックアップでは、CPU/IO モジュール 0、および CPU/IO モジュール 1 にインストールされてい

る、すべてのハードディスクを一括バックアップします。バックアップは、CPU/IO モジュール 0、

CPU/IOモジュール 1 双方を起動 (両モジュールを実装して起動) し、すべてのハードディスクを接

続した状態で開始してください。 

 

 バックアップを開始する前に、システムにインストールされているディスクはすべて RAID デバイ

スのメンバとして構成済みであり、すべての RAIDデバイスのステータスが、本リカバリ環境を起動

する前に esxcli コマンドで[in_sync] の状態であることを確認してください。 

 

 VMFS6または 2TB以上のディスクはフルセクターバックアップ（未使用のセクターもバックアップ

対象に含む）となりますので、データ使用量ではなくディスクサイズに応じた処理時間がかかります。 

 

 イメージ保存先に作成する「_conf」ファイルはイメージの復元時に使用するため、.aiv 形式のイメ

ージファイルと同じパスに保存してください。 
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<操作手順> 
1) ftサーバが二重化されている状態でオペレーティングシステムをシャットダウンします。 

 

2) 起動環境メディア からコンピューターを起動します。 

 

3) 次の起動メニューが表示されたら、[Select Language]から言語(日本語)を選択して「OK」をクリッ

クします。 

 
 

4)  [ダッシュボード]が表示された状態でコンソールが起動します。 
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5) AIP BEは DHCP から各ネットワークインタフェースの IP アドレスの取得を試行します。ネットワ

ーク上に DHCP が存在しない環境では、各ネットワークインタフェースの設定を行います。 

コンソール左側のメニューの[ユーティリティ] → [ネットワーク設定] をクリックします。設定を

変更したいネットワークインタフェースを[現在の NIC] から選択して、[以下の IP アドレスを使用

する] をクリックして IPアドレス等を設定します。[適用] をクリックすると、設定がネットワーク

インタフェースに反映されます。 

 
 

3-2バックアップスクリプトの開始 
 

本章では、Express5800/R320e・R320f・R320g・R320h上に構築した VMware ESXi環境を起動環

境からコールドバックアップする手順を紹介します。 

 

1) コンソール左側のメニューの[ユーティリティ] - ［ターミナルを開く］をクリックします。 

ターミナル上で、次のコマンドを実行して、バックアップスクリプトを開始します。 

 

  # /opt/BE/FT_ESXi.sh 
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2) スクリプトが開始されたら、画面の指示にしたがってバックアップの処理を選択し、イメージ保存先

として NASを選択してマウントを実行してください。 

続いて、システムに接続されているディスクのスキャンを開始します。これらの処理は自動的に実行

されます。スキャンが終了したあとに、「Would you like to start backup? [Y/n]」 の状態で入

力待ちとなりますので、バックアップタスクを開始するには、’Y’キーを押します。 

’Y’ キーの入力後、バックアップタスクは即座に開始されます。 

 
「Checking system…」の後、「mdadm: stopped /de/mdXXX」のメッセージが RAIDメンバの数

に応じて複数行表示されます。 
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3) バックアップタスクが開始されます。バックアップタスクの完了まで、すべての処理は自動実行され

ます。 

 
 

4) バックアップタスクが完了すると、結果が表示されます。’Exit Code = 0’（正常終了） であるこ

とを確認してください。 

続いて 「Would you like to collect logs? [Y/n]」 の状態で入力待ちとなりますので、ログを

作成するため’Y’キーを押します。 

 
 

マウント先にログファイルを含んだサポート情報ファイルが作成されます。

 
 

5) バックアップが完了したら[操作]-[終了]-[シャットダウン]をクリックして、コンピューターを一旦

シャットダウンします。 

この時点ではメディアをイジェクトすることができませんので、挿入したままの状態とします。 

 

6) コンピューターの電源を入れます。 

BIOSメニューから設定を元に戻します。 

（OS Boot Monitoring)  

このタイミングで起動環境メディアをイジェクトします。 

 

7) コンピューターの起動完了後は、通常どおり使用することができます。 
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4. Express5800/ftサーバ上の VMware ESXiシステム全体のリカバリ 
本章では、Express5800/R320e・R320f・R320g・R320hに搭載されている VMware ESXi環境を復

元するまでの手順を御紹介します。 

 

※注意事項:  

 復元先のハードディスクを事前に物理フォーマットする必要はありません。 

復元の操作で復元先ディスクの既存のデータはすべて削除されますので、ご注意ください。 

 

 リカバリ環境の起動については、「2-1 起動環境の起動」を参照してください。 

 

4-1リカバリスクリプトの開始 
この章では、Express5800/ftサーバ上の VMware ESXiシステム全体を復元する方法を説明します。 

ローカルディスク上のデータはすべて削除されますので注意してください。 

 

1) コンソール左側のメニューの[ユーティリティ] -［ターミナルを開く］をクリックします。 

ターミナル上で、‘/opt/BE/FT_ESXi.sh’ を実行すると、リカバリスクリプトが開始されます。 
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2) スクリプトが開始されたら、画面の指示にしたがってリストアの処理を選択し、イメージ保存先とし

て NASを選択してマウントを実行してください。 

続いて、システムに接続されているディスクのスキャンとイメージ保存先にあるイメージファイルの

チェックを開始します。これらのスキャンが終了したあとに、「Would you like to start recovery? 

[Y/n]」 の状態で入力待ちとなりますので、リストアタスクを開始するには、’Y’キーを押します。 

’Y’ キーの入力後、リストアタスクは即座に開始されます。 

 

 
 

 ft サーバ上で実行し、既存領域への上書き復元の場合は「Checking system…」の後、「mdadm: 

stopped /de/mdXXX」のメッセージが RAIDメンバの数に応じて複数行表示されます。 

 

3) リカバリタスクが開始されます。リカバリタスクの完了まで、すべての操作は自動的に実行されます。 

 
 



VMware ESXi システムのバックアップ・復元ガイド 第 1版 

14 
 

4) リカバリタスクが完了すると、結果が表示されます。’Exit Code = 0’（正常終了）であることを確

認してください。続いて 「Would you like to collect logs? [Y/n]」 の状態で入力待ちとなりま

す。ログを作成するため’Y’キーを押します。 

 
 

マウント先にログファイルを含んだサポート情報ファイルが作成されます。 

以上でリカバリ処理は完了しています。 

 

5) リストアが完了したら[操作]-[終了]-[シャットダウン]をクリックして、コンピューターを一旦シャ

ットダウンします。 

この時点ではメディアをイジェクトすることができませんので、挿入したままの状態とします。 

 

6) コンピューターの電源を入れます。 

BIOSメニューから設定を元に戻します。 

（OS Boot Monitoring)  

このタイミングで起動環境メディアをイジェクトします。 

 

7) コンピューターの起動完了後は、通常どおり使用することができます。 
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